
　社長に就任して1年が経ちました。この1年私はできる限り現地に出向き、支
社や国内外グループ会社で働く職員と直接話すことに特に力を入れて取り組
んできました。その中で、私からは日本生命グループが目指す社会や長期的に
目指す企業像、その実現のためにグループ全員で共有する基本方針に込めた
思いを直接伝え、現地の職員からは現場で何が起きているかを中心に思いを
直接聞くことができました。 グループとして大切にしていくべき共通の価値観
を根付かせていくことの重要性について改めて認識した1年でした。 
　今年度は、計画の最終年度として、「現中期経営計画の完遂と、中長期的な
成長ベクトルをさらに引き上げていくための対応に、最優先で取り組む1年」と
位置付け、とりわけ我々の事業の根幹である国内保険事業のバリューアップを
最重要事項として、全部門・グループの総力を結集して取り組んでいきます。 
　当社グループが目指すサステナビリティ経営とは、社会に提供する価値の拡
大と当社グループの成長を両立させ、その好循環を実現することです。私たち
の活動によって、社会全体のWell-beingを向上させること。このことこそが私
たちが目指す『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』を実現することにつな
がる。最終的にはこの考え方をグループの全役員・職員一人ひとりに信じても
らい、実践してもらえるよう社長として尽力したいと考えています。

　当社は、『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の実現を
目指し、「人」「地域社会」「地球環境」の3領域でサステナビリ
ティ向上に取り組んでいます。
　オフィシャルホームページからもご参照いただけます。
是非、ご覧ください。
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長期的に目指す企業像
生命保険を中心に

アセットマネジメント・ヘルスケア・
介護・保育等の様 な々安心を提供する
“安心の多面体”としての企業グループ 

経営基本理念 
「国民生活の安定と向上に寄与する」 

サステナビリティ経営の高度化を通じて
『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』

を目指す

日本生命グループの企業理念 

トップメッセージ

数字で見る日本生命

グループ全員で共有する価値観

基本方針
「まっすぐ、お客様へ。

もっと、地域、社会のために。」

三信条「信念・誠実・努力」 

代表取締役社長　社長執行役員
朝日 智司

1,534万名
お客様数

※国内グループ（2025年度末）
34.9万社
顧客企業数

※国内グループ（2025年度末）
145兆円
預かり資産

※グループ（2025年度末）
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内部モデルESR

※グループ（2025年度末）
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※連結（2025年度末）

2026-1728G,サステナビリティ経営推進部

106支社等
1,434営業部

国内営業拠点数

※日本生命単体（2025年度末）

1兆3,016億円
基礎利益

※グループ（2025年度）
66％

お客様配当性向

※日本生命単体（2025年度）



地域振興アンケートの実施

さまざまなリスクにお応えする生
命保険の提供と確実なお支払い、
子育て・青少年育成、ヘルスケア、
資産形成、介護など、ひとりでも多
くの人生に、寄り添い続けます。

創業来、当社が取り組んできた生
命保険の提供をはじめ、NISSAY
ペンギンプロジェクトやニッセイ医
療費白書、金融教育、Gran Age 
プロジェクト等のサービス提供を
通じて、一人ひとりの人生に長く寄
り添うために安心の多面的な提供
を進めています。

　当社は、地域と共にサステナブルに発展・成長していくことを目指し、地域振興の取り組みを営業職員活動の基軸に据えています。営
業職員が、地域のお客様を対象に、交通安全啓発・がん啓発・地域の健康サポートの3つのテーマについて、それぞれ年1回、計年3回の
アンケートを実施し、ご回答の内容に応じたパーソナライズされた情報提供やコンサルティングを通じて、地域の皆様自身の行動変容
を促しています。また、集計・分析した結果を自治体にフィードバックし、行政施策への反映にもつなげています。2025年度は、3つの
テーマ全体で、前年度の約2倍となる400万名を超えるお客様にご回答いただきました。

　中でも2023年度から続くがん啓発の取り組みは、2025年度から「ニッセイがん啓発プロ
ジェクト」へと発展させ、がん検診の受診勧奨やお届けする情報の高度化を進めています。2年
連続でアンケートにご回答いただいたお客様のがん検診受診率が向上する等行動変容につな
がっており、2026年度もこれらの取り組みを通じて、全国のお客様・地域の皆様への社会的価
値の提供に努めていきます。

日本生命グループのサステナビリティ経営と主な取り組み

地域の一員として、地域の課題解
決に繋がる取り組みに積極的に参
画し、活力あふれるコミュニティづ
くりに貢献します。
47都道府県＊との包括連携協定等
に基づき、交通安全啓発活動やがん
啓発活動、健康サポート活動、ビジ
ネスマッチング、スポーツ教室、社会
貢献活動等、各地域の社会課題に
応じたさまざまな取り組みを進め
ています。

機関投資家としての責任ある運用
を通じて、気候変動をはじめとす
る社会課題の解決や豊かな地球
環境の基盤づくりに貢献します。
事業者として、日々の業務・活動に
おけるCO₂排出量の削減に取り組
んでいます。また、機関投資家とし
て、投融資先企業から排出される
温室効果ガス(GHG)について、
2050年ネットゼロ目標に向けて、
「対話」と「資金提供」を軸に企業の
取り組みを後押ししています。

＊2026年3月末時点

＊日本生命単体・自社契約電力分
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お客様数 
（国内グループ） 1,534万名

顧客企業数 
（国内グループ） 34.9万社

お客様満足度 
（日本生命単体）  92.5%

預かり資産 
（グループ） 145兆円

男性 71.50歳＊
女性 73.77歳＊

ニッセイ版
健康寿命 

（日本生命単体）  ＊2023年実績を記載

1,700万名

37万社

90%以上

140兆円

対'23比 2歳延伸
男性 73.50歳
女性 75.77歳

目標項目 2025年実績 2035年目標

目標項目 2025年実績 2030年目標 2035年目標 2040年目標

アウトカム目標

「ニッセイ医療費白書」の作成・刊行、全国の自治体へのお届け
　当社は、匿名医療保険等関連情報データベース（NDB）＊を活用し、各自治体の医療費を分析したレポート「ニッセイ医療費白書」を刊
行しました。疾病ごとの有病率、患者1人当たり・住民1人当たりの医療費を集計し、性別・年齢による調整を行うことで、高齢化率などの
影響を除いた、その地域固有の医療費課題を可視化しています。これにより、地域ごとの医療費傾向をわかりやすく分析でき、自治体の
政策立案や住民の皆様の健康づくりにお役立ていただけます。

　2025年度は、各都道府県・人口1万名以上の市町村・東京都特別区を対象
に、全国1,252の自治体へ当白書を無償で提供したほか、47都道府県ごとに
医療費の特徴を解説するWeb説明会も実施しました。

　今後も、当白書のお届けに加え、地域住民の健康リテラシー向上に資する
取り組みを通じて、地域のステークホルダーの皆様と共に、健康寿命の延伸に
貢献していきます。

　具体的には、投融資の判断にあたって、環境（E）・社会（S）・ガバナンス（G）
の要素を考慮し、投融資先である各企業・団体等の取り組みを、「対話」と「資
金提供」の両面から後押ししています。この責任投融資を通じて、契約者の皆
様からお預かりした資金を社会課題の解決に生かし、持続可能な社会の実現
を目指しています。

　当社は創業以来、「共存共栄」「相互扶助」という生命保険事業の基本精神
のもと、お客様の利益を最優先に考えてきました。「安全性」「収益性」に加え、
社会の「公共性」にも貢献できる投融資に長期的な視点で努めており、責任投
融資は、こうしたこれまでの考え方とも本質的に共通しています。

＊匿名医療保険等関連情報データベース(National Database of Health Insurance Claims)。2008年4月から施行されている「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、医療費適正化計画
の作成実施および評価のための調査や分析などに用いるデータベースとして、レセプト情報や特定健診・特定保健指導情報などを格納・構築しているデータベース

責任投融資の推進
　当社は、保険金・給付金のお支払いや契約者配当といったお客様への経済的な保障責任を全うするだけでなく、社会課題の解決にも
能動的に、責任を持って貢献したいと考えています。こうした考えのもと、機関投資家として当社が行う投融資を「責任投融資」と呼んで
います。

※上皮内がんを除く 出典︓厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課「「令和2（2020）年全国がん登録 罹患数・率 報告」

誰しもがかかりうる”がん”は、決して他人ごとではありません
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種 類 検診項目

URL

罹患数が最も多い大腸がん

あなたの街の「がん検診」
市町村別がん検診に関する

お問い合わせ先

市町村でのがん検診について、詳細は以下のサイトより
お住 いの区域をご確認ください
がん対策推進企業アクションホームページ

https:/ www.gankenshin50.mhlw.go.jp/
contact-by-municipality/contact.php

がん対策推進企業アクション 市町村別がん検診
※随時更新されていますが、古い情報が含まれている場合があります。

検索

※市区町村により異なります

『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』を目指し、「人」「地域社会」「地球環境」のサステナビリティ向上に向けた取り組みを推進

日本生命は全国の自治体と協定等で連携し、
健康増進・疾病予防に関する取り組みを実施しています。

あなたの地域の大腸がん検診の受診率は︖

※2022年調査・男女計・40~69歳・過去1年間の受診率・入院患者は含まない 出典︓国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」

早期(ステージⅠ)の段階では、多くのがんで生存率が9割を超えています。
がんの早期発見・早期治療のためには、がん検診が重要です。

＊

＊ステージⅠ段階での5年生存率︓胃がん96.0% 大腸がん94.5% 肺がん83.3% 乳がん99.8% 子宮頸がん95.6%出
典︓国立がん センターがん情報サービス「院内がん登録生存率集計結果閲覧システム」2013-2014年5年相対生存率

国が受診を推奨するがん検診の種類

胃がん検診

子宮頸がん検診

肺がん検診

乳がん検診

大腸がん検診

問診に加え、胃部エックス線検査又は胃内視鏡検査のいずれか

問診、視診、子宮頚部の細胞診及び内診

問診、視診及びHPV検査単独法 ※実施体制が整った自治体で選択可能

質問(問診)、胸部エックス線検査及び喀痰細胞診

質問(問診)、及び乳房エックス線検査(マンモグラフィ) ※視診、触診は推奨しない

問診及び便潜血検査

※それぞれの検診の「対象者」・「受診間隔」については下記出典元をご確認ください。
出典︓厚生労働省「がん検診」より作成

がん検診は、正しい方法を正しく行うことで、がんによる死亡リスクの低下が期待できる一方「エックス線検査による放射線被ばく」等のデメリットがあるとされています。
がん検診に対する理解を深め、健康と安心のために適切に利用してください。
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2025
年度がん検診に関する
アンケート回答のお願い

市町村で受診できるがん検診は
「無料」または「少額の自己負担」で受けられます

＼皆さまの回答が地域貢献等につながります︕／
・回答数に応じて、日本生命が地域振興等に繋がる寄付を実施します(アンケート回答1件につき”10円”)
・回答結果を集計して自治体にお届けし、地域のがん検診受診率向上に向けて役立てていきます

注意事項

回答締切
2025年 9月30日（火）23:59

アンケート回答の流れ

ご回答いただいた方々に
がんに関する情報提供いたします。

アンケート回答と
ご本人様情報を
ご入力ください。

QRコードもしくはURLから
アンケートサイトへアクセスし、
エントリーコードをご入力ください。

(エントリーコード)

https://n-questant.smktg.jp/public/seminar/view/147219

福山雅治さんも
参画中︕

全国の当社グループの役員・職員が、全国各地で日々行っている、
今日と未来をつないでいくためのさまざまなサステナビリティ活動＝
”小さな希望”を写真に収め、当社特設サイト 公式SNS等にて発信

「にっせーのせ︕」
ニッセイサステナプロジェクト

日本生命（以下、当社）は、ご提供いただきましたお客様の個人情報を、次の①～④のとおり利用します。詳細については、当社ホームページの「個人情報保護方針」を
ご覧ください。①「当社からの、各種商品・サービス（関連会社・提携会社のものを含む）のご案内・提供」及び「当社の業務に関する情報提供・運営管理」に必要な範囲
で利用します。なお、ご案内したメール・ウェブサイトやアプリの閲覧履歴等、お客様の取引履歴等の情報を分析して、各種商品・サービスのご案内・提供（広告等の配信を
含む）をさせていただく場合がございます。②関連会社・提携会社である他の保険会社（以下、同社）の代理店として取扱う保険商品の提案に必要な範囲で、同社と
共同利用することがあります。③取扱職員が同社と直接代理店契約を結んだ損害保険代理店である場合、取扱職員が取扱う保険商品の提案に必要な範囲で、同社と
当該職員と共同で利用します。④ご提供いただきましたお客様のアンケート内容は統計資料として集計し、自治体など行政機関へ情報提供させていただく場合がございます。

お問合せ

※スマートフォンもしくはパソコン等からアクセス可能です。
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

１
Step

2
Step

3
Step

①福山雅治さんのメッセージ動画

がんの備えに対する意識を高めていただくとともに、がん検診受診率向上への貢献を目指します

②がんについて知っておいていただきたいポイント

TVCMニッセイサステナプロジェクト「未来を
育てる」篇にご出演いただいている福山雅
治さんから、”がん検診や”健康管理の大
切さに関するメッセージをいただいております

「がんの早期発見の重要性」や「転移リス
ク」、「治療法」等がんについて知っておいて
いただきたいポイントを動画形式で提供いた
します

子宮頸がんセミナー開催 イベントへのブース出展

本 店
東京本部︓〒100-8288 東京都千代田区丸の内1-6-6

︓〒541-8501 大阪市中央区今橋3-5-12

福山さん
出演︕

がん検診の大切さをお伝えする活動
を描いたCMを8/4より公開︕
ニッセイ CMライブラリ 検索

このプロジェクトは当社グループの役員・職員が、「お客様と共に、
当社ならではの取り組みを通じて、未来を創っていきたい」という
想いのもと、プロジェクトの名称を「にっせーのせ︕」と名付けました。

～「にっせーのせ︕」に込めた想い～

特設サイト 公式X 公式Instagram

全国の当社役員・職員による「がん啓発活動」
「がん啓発活動」とは︖
地域の皆様へがん検診に関するアンケートを実施するとともに、回答内容に
応じてがんやがん検診に関する情報をご提供し、集計・分析したアンケート結果
を地域の皆様や自治体にフィードバックする活動を行っています。
また、アンケートに加え、全国各支社等では、自治体や医療機関と協働で
がん啓発セミナーやイベント等も実施しています。

全国の当社役員・職員が、がんの早期発見やがん予防の重要性を啓発することで、より多くの方に
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